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Figure 2.　Change in RMS-EMG of forearm muscle during handgrip exercise with skin cooling（●）and control（○）．




















Figure 3.　 Mean values of NIRS data for forearm muscle during handgrip exercise with skin cooling（●）and 
control（○）．Total-hemoglobin（A）， Oxy-hemoglobin（B）， Deoxy-hemoglobin（C）．The relationship of 
RMS-EMG and oxy hemoglobin of forearm muscle during handgrip exercise（D）．  
* p<0.05,  # p<0.01（skin cooling vs control)
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p<0.01、40kg：p<0.05、50kg：p<0.01）。また、筋
活動と oxyHb値の間には有意な負の相関が認め
られた（皮膚冷刺激：Y＝−0.2611x＋0.3478 R2＝
0.5986、コントロール：Y＝−0.2314x＋0.3047 R2＝
0.4097）。
我々の従来の研究からは運動時に皮膚冷刺激を
加えることで筋活動は増加し、活動筋内酸素飽和
度の有意な低下が観察されていた。しかし、本研
究では活動筋内の酸素動態に関していままでと異
なる結果が得られている。先行研究では主にVT
以下の定常負荷自転車運動による実験であった
が、今回は漸増負荷による掌握運動による実験で
あった。この違いは運動条件の違いに起因するの
か、測定筋の違いによるものなのかは不明である。
また、被験者数も少なかったことから、今後さら
に詳細な検討を加え、皮膚冷刺激によるトレーニ
ング効果について検討を加えていくつもりであ
る。
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